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(57)【要約】
【課題】　超音波画像の生成方法及びその超音波システ
ムを提供する。
【解決手段】　対象体に照射された超音波のエコー信号
を獲得するステップと、基準エコー信号に対するエコー
信号の変化量を算出するステップと、温度変化によって
変わる減衰係数の変化量を適用して、エコー信号の変化
量から対象体に対する温度を決定するステップと、温度
に関する情報が含まれた超音波画像を生成するステップ
と、を含む超音波画像の生成方法である。
【選択図】　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象体に照射された超音波のエコー信号を獲得するステップと、
　基準エコー信号に対する前記エコー信号の変化量を算出するステップと、
　温度変化によって変わる減衰係数の変化量を適用して、前記エコー信号の変化量から、
前記対象体の所定領域に係わる温度を決定するステップと、
　前記温度に関する情報が含まれた超音波画像を生成するステップと、を含む超音波画像
の生成方法。
【請求項２】
　前記基準エコー信号は、前記対象体が基準温度にある時、前記対象体に照射された超音
波のエコー信号であることを特徴とする請求項１に記載の超音波画像の生成方法。
【請求項３】
　前記減衰係数の変化量は、
　前記超音波を照射させる超音波プローブで、前記対象体の所定領域の以前地点でのエコ
ー信号の変化量である以前エコー信号の変化量から決定されることを特徴とする請求項１
に記載の超音波画像の生成方法。
【請求項４】
　前記減衰係数の変化量は、以前エコー信号の変化量に係わる標準偏差と比例することを
特徴とする請求項３に記載の超音波画像の生成方法。
【請求項５】
　前記減衰係数の変化量及び以前エコー信号の変化量に係わる標準偏差間の比例程度は、
対象体別に異なることを特徴とする請求項４に記載の超音波画像の生成方法。
【請求項６】
　前記温度を決定するステップは、
　前記減衰係数の変化量及び前記エコー信号の変化量から、前記対象体での後方散乱係数
の変化量を算出するステップと、
　前記後方散乱係数から前記対象体での温度を決定するステップと、を含むことを特徴と
する請求項１に記載の超音波画像の生成方法。
【請求項７】
　前記温度は、
　複数の後方散乱係数の変化量及び温度がマッピングされて保存された温度データベース
から、前記後方散乱係数の変化量及びマッピングされた温度を読み出すことによって決定
されることを特徴とする請求項１に記載の超音波画像の生成方法。
【請求項８】
　前記超音波のエコー信号は、前記対象体で前記超音波が後方に散乱されて、前記超音波
を照射させる超音波プローブに受信された信号であることを特徴とする請求項１に記載の
超音波画像の生成方法。
【請求項９】
　前記減衰係数の変化量は、前記対象体の種類によって異なることを特徴とする請求項１
に記載の超音波画像の生成方法。
【請求項１０】
　前記超音波画像は、前記温度に対応する輝度を含むことを特徴とする請求項１に記載の
超音波画像の生成方法。
【請求項１１】
　前記超音波を前記対象体に照射するステップと、
　前記対象体から前記エコー信号を受信するステップと、をさらに含むことを特徴とする
請求項１に記載の超音波画像の生成方法。
【請求項１２】
　請求項１ないし１０のうちいずれか一項の方法をコンピュータで実行させるためのプロ
グラムを記録したコンピュータで読出可能な記録媒体。
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【請求項１３】
　超音波を対象体に照射し、前記対象体の所定領域から前記超音波のエコー信号を受信す
る超音波データ獲得部と、
　基準エコー信号に対する受信された前記エコー信号の変化量を算出し、温度変化によっ
て変わる減衰係数の変化量を適用して、前記エコー信号の変化量から、前記対象体の所定
領域の温度を決定するプロセッサーと、を備える超音波システム。
【請求項１４】
　前記基準エコー信号は、前記対象体が基準温度にある時、前記対象体の所定領域に照射
された超音波のエコー信号であることを特徴とする請求項１３に記載の超音波システム。
【請求項１５】
　前記減衰係数の変化量は、
　前記超音波を照射させる超音波プローブで、前記対象体の以前地点でのエコー信号の変
化量である以前エコー信号の変化量から決定されることを特徴とする請求項１３に記載の
超音波システム。
【請求項１６】
　前記減衰係数の変化量は、以前エコー信号の変化量に対する標準偏差と比例することを
特徴とする請求項１５に記載の超音波システム。
【請求項１７】
　前記減衰係数の変化量及び以前エコー信号の変化量に対する標準偏差間の比例程度は、
対象体別に異なることを特徴とする請求項１６に記載の超音波システム。
【請求項１８】
　前記プロセッサーは、
　前記減衰係数及び前記エコー信号の変化量から前記対象体での後方散乱係数を算出し、
前記後方散乱係数から前記対象体での温度を決定することを特徴とする請求項１３に記載
の超音波システム。
【請求項１９】
　前記超音波のエコー信号は、前記対象体で前記超音波が後方に散乱されて、前記超音波
を照射させる超音波プローブに受信された信号であることを特徴とする請求項１３に記載
の超音波システム。
【請求項２０】
　前記温度に関する情報が含まれた超音波画像を表示するディスプレイ部をさらに備える
ことを特徴とする請求項１３に記載の超音波システム。
【請求項２１】
　基準温度で、超音波プローブと前記対象体との間の距離による前記基準エコー信号の強
度を含む基準エコー信号データベースを保存する保存部をさらに備えることを特徴とする
請求項１３に記載の超音波システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波画像を生成する方法及びその超音波システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医学の発達と共に、腫瘍に対する局所治療は、開腹手術のような侵襲的手術方法から最
小侵襲的手術(ｍｉｎｉｍａｌ－ｉｎｖａｓｉｖｅ　ｓｕｒｇｅｒｙ)まで発展してきた。
そして現在では、非侵襲的手術(ｎｏｎ－ｉｎｖａｓｉｖｅ　ｓｕｒｇｅｒｙ)も開発され
て、ガンマナイフ(ｇａｍｍａ　ｋｎｉｆｅ)、サイバーナイフ(ｃｙｂｅｒ　ｋｎｉｆｅ)
、ＨＩＦＵナイフ(Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ　Ｆｏｃｕｓｅｄ　Ｕｌｔｒａｓｏｕ
ｎｄ　ｋｎｉｆｅ)が出現した。特に、このうち最近商用化したＨＩＦＵナイフは、超音
波を利用することによって人体に無害であり、かつ環境にやさしい治療法として広く使わ
れている。
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【０００３】
　ＨＩＦＵナイフを利用したＨＩＦＵ治療は、高強度の集束超音波を、治療しようとする
腫瘍部位に焦点を合わせて照射して、腫瘍組織の局所的な破壊または懐死を起こさせて腫
瘍を除去及び治療する手術法である。
【０００４】
　そして、超音波によって腫瘍が懐死したか否かをモニタリングする方法が研究されてい
る。超音波治療を通じて腫瘍が懐死する時、腫瘍のある対象体の温度が一般的に上昇する
。それにより、超音波システムは、温度変化によって腫瘍が懐死したか否かを診断しうる
。しかし、超音波が温度変化の発生領域を進めば、後方散乱係数及び減衰係数も、温度に
よって変更される。それで、温度変化の発生領域よりさらに深い領域で実際温度変化が無
かったにも拘わらず、温度変化があるように見られる虚像が超音波画像に現れる問題点が
ある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、腫瘍の懐死如何の確認可能な温度情報が含まれてい
る超音波画像の生成方法及びその超音波システムを提供することである。また、前記方法
をコンピュータで実行させるためのプログラムを記録したコンピュータで読取可能な記録
媒体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を達成するために、本発明の一類型による超音波画像の生成方法は、対象体に
照射された超音波のエコー（echo）信号を獲得するステップと、基準エコー信号に対する
前記エコー信号の変化量を算出するステップと、温度変化によって変わる減衰係数の変化
量を適用して、前記エコー信号の変化量から前記対象体の温度を決定するステップと、前
記温度に関する情報が含まれている超音波画像を生成するステップと、を含む。
【０００７】
　そして、前記基準エコー信号は、前記対象体が基準温度にある時、前記対象体に照射さ
れた超音波のエコー信号でありうる。また、前記減衰係数の変化量は、前記超音波を照射
させる超音波プローブで、前記対象体の以前地点でのエコー信号の変化量である以前エコ
ー信号の変化量から決定されてもよい。
【０００８】
　そして、前記減衰係数の変化量は、以前エコー信号の変化量に対する標準偏差と比例し
うる。また、前記減衰係数の変化量及び以前エコー信号の変化量に対する標準偏差間の比
例程度は、対象体別に異なりうる。
【０００９】
　そして、前記温度を決定するステップは、前記減衰係数の変化量及び前記エコー信号の
変化量から、前記対象体での後方散乱係数の変化量を算出するステップと、前記後方散乱
係数から前記対象体での温度を決定するステップと、を含みうる。
【００１０】
　また、前記温度は、複数の後方散乱係数の変化量及び温度がマッピングされて保存され
た温度データベースから、前記後方散乱係数の変化量及びマッピングされた温度を読み出
ることによって決定されてもよい。
【００１１】
　そして、前記超音波のエコー信号は、前記対象体から前記超音波が後方に散乱されて、
前記超音波を照射させる超音波プローブに受信された信号であってもよい。
【００１２】
　また、前記減衰係数の変化量は、前記対象体の種類によって異なりうる。そして、前記
超音波画像は、前記温度に対応する輝度を含みうる。また、前記超音波を前記対象体に照
射するステップと、前記対象体から前記エコー信号を受信するステップと、をさらに含み
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うる。
【００１３】
　一方、本発明の他の一類型による超音波システムは、超音波を対象体に照射し、前記対
象体から前記超音波のエコー信号を受信する超音波データ獲得部と、基準エコー信号に対
する受信された前記エコー信号の変化量を算出し、温度変化によって変わる減衰係数の変
化量を適用して、前記エコー信号の変化量から前記対象体の温度を決定するプロセッサー
と、を備える。
【００１４】
　そして、前記基準エコー信号は、前記対象体が基準温度にある時、前記対象体に照射さ
れた超音波のエコー信号でありうる。また、前記減衰係数の変化量は、前記超音波を照射
させる超音波プローブで、前記対象体の以前地点でのエコー信号の変化量の以前エコー信
号の変化量から決定されうる。
【００１５】
　そして、前記減衰係数の変化量は、以前エコー信号の変化量に対する標準偏差と比例で
きる。また、前記減衰係数の変化量及び以前エコー信号の変化量に対する標準偏差間の比
例程度は、対象体別に異なりうる。
【００１６】
　そして、前記プロセッサーは、前記減衰係数及び前記エコー信号の変化量から前記対象
体での後方散乱係数を算出し、前記後方散乱係数から前記対象体での温度を決定しうる。
また、前記超音波のエコー信号は、前記対象体から前記超音波が後方に散乱されて、前記
超音波を照射させる超音波プローブに受信された信号でありうる。
【００１７】
　そして、前記温度に関する情報が含まれた超音波画像を表示するディスプレイ部をさら
に備えうる。また、前記超音波画像は、前記温度に対応する輝度を含みうる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、温度変化によって減衰係数の変化量を適用して対象体の温度を決定す
ることによって、腫瘍の懐死如何及び正常組織の安全如何が明確に確認できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態による超音波システムの構成を示すブロック図である。
【図２】図１の超音波システムのうち、超音波データ獲得部の構成を示すブロック図であ
る。
【図３】図１の超音波システムのうち、プロセッサーの構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の一実施形態によるエコー信号の変化量から、対象体の温度を決定する方
法を説明するフローチャートである。
【図５】従来の温度情報が含まれた超音波画像、及び本発明を適用して生成された温度情
報が含まれた超音波画像を示す図面である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の一実施形態による超音波システム１の構成を示すブロック図であり、
図２は、図１の超音波システム１のうち、超音波データ獲得部１０の構成を示すブロック
図であり、図３は、図１の超音波システム１のうち、プロセッサー２０の構成を示すブロ
ック図である。超音波システム１は、患者の体内に腫瘍が生じた場合、治療用超音波をそ
れぞれの腫瘍部位、すなわち、対象体に照射して裂傷（ｌｅｓｉｏｎ）を生成し、診断用
超音波を通じて対象体の超音波画像を獲得して、治療が完了したか否かを診断するシステ
ムである。図１に示したように、超音波システム１は、超音波データ獲得部１０、プロセ
ッサー２０及びディスプレイ部３０を備える。そして、超音波システム１は、ユーザ入力



(6) JP 2013-39359 A 2013.2.28

10

20

30

40

50

部５０及び保存部４０をさらに備えうる。
【００２２】
　超音波データ獲得部１０は、超音波信号を対象体に送信し、対象体から反射される超音
波信号(すなわち、エコー（echo）信号)を受信して、超音波データを獲得する。本発明と
関連して、超音波データ獲得部１０は、エコー信号の強度を獲得できる。
【００２３】
　図２を参照すれば、超音波データ獲得部１０は、送信信号形成部１１０、複数の変換素
子（図示せず)を含む超音波プローブ１２０、ビームフォーマ１３０及び超音波データ形
成部１４０を備える。
【００２４】
　送信信号形成部１１０は、変換素子の位置及び集束点を考慮して、送信信号を形成する
。本実施形態において、超音波画像は、Ｂモード(Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　ｍｏｄｅ)画像
、Ｄモード(Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｍｏｄｅ)画像、Ｃモード(Ｃｏｌｏｒｄｏｐｐｌｅｒ　ｍ
ｏｄｅ)画像、弾性画像、３次元超音波画像を含む。送信信号形成部１１０は、送信信号
の形成を順次に及び反復的に行って、複数の送信信号を形成する。
【００２５】
　超音波プローブ１２０は、送信信号形成部１１０から送信信号が提供されれば、送信信
号を超音波信号に変換して対象体に送信し、対象体から反射される超音波エコー信号を受
信して、受信信号を形成する。受信信号は、アナログ信号である。超音波プローブ１２０
は、送信信号形成部１１０から順次に提供される送信信号によって超音波信号の送受信を
順次に及び反復的に行って、複数の受信信号を形成する。超音波プローブ１２０は、３Ｄ
メカニカルプローブ(３－Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｐｒｏｂｅ)
、２Ｄアレイプローブ(２－Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ　Ａｒｒａｙ　Ｐｒｏｂｅ)を含みう
る。
【００２６】
　ビームフォーマ１３０は、超音波プローブ１２０から提供される受信信号をアナログ－
デジタル変換する。それと共に、ビームフォーマ１３０は、超音波プローブ１２０の変換
素子の位置及び集束点を考慮して、デジタル変換された受信信号を受信集束させて、受信
集束信号を形成する。
【００２７】
　超音波データ形成部１４０は、ビームフォーマ１３０から提供される受信集束信号を利
用して、超音波データを形成する。超音波データ形成部１４０は、超音波データの形成に
必要な多様な信号処理(例えば、利得(ｇａｉｎ)調節、フィルタリング処理など)を受信集
束信号に行える。
【００２８】
　プロセッサー２０は、超音波信号の送信時間及び前記超音波のエコー信号の受信時間か
ら、エコー信号が発生した地点である距離情報を獲得する。そして、基準エコー信号に対
するエコー信号の変化量から、超音波エコー信号の発生地点での温度を決定して、温度情
報の含まれた超音波画像を生成する。ここで、プロセッサー２０は、複数の論理ゲートの
アレイで具現されてもよく、汎用的なマイクロプロセッサー２０と、このマイクロプロセ
ッサー２０で実行されうるプログラムが保存されたメモリとの組合わせで具現されてもよ
い。また、当業者ならば、他の形態のハードウェアで具現されてもよいということが分か
るであろう。
【００２９】
　温度情報の含まれた超音波画像を生成するために、プロセッサー２０は、基準エコー信
号に対する獲得されたエコー信号の変化量を算出する信号変化量算出部２１０、エコー信
号の変化量から後方散乱係数の変化量及び減衰係数の変化量を算出する係数変化量算出部
２２０、後方散乱係数の変化量から温度を決定する温度決定部２３０、及び温度情報が含
まれた超音波画像を生成する画像生成部２４０を備えうる。
【００３０】



(7) JP 2013-39359 A 2013.2.28

10

20

30

40

　ユーザ入力部５０は、ユーザの入力情報を受信する。ユーザ入力部５０は、コントロー
ルパネル、キーボード、マウスを備えうる。そして、ディスプレイ部３０は、プロセッサ
ー２０で生成された温度情報の含まれた超音波画像をディスプレイする。前記温度情報は
、輝度と表示されうる。
【００３１】
　説明の便宜上、信号強度を利用して、プロセッサー２０が温度を決定する過程を説明す
る。
【００３２】
　まず、送信信号形成部１１０は、強度がＩ０である超音波信号を生成し、超音波プロー
ブ１２０は、前記超音波信号を対象体に照射しうる。
【００３３】
　それにより、超音波信号は、超音波プローブ１２０からｚほど離隔された領域にある対
象体に進んだ後に後方散乱される。そして、後方散乱されて超音波プローブ１２０に受信
された超音波エコー信号の強度
【００３４】
【数１】

は、下記の式（１）のように表現されうる。
【００３５】
【数２】

　ここで、
【００３６】
【数３】

は、ｚ地点での後方散乱係数であり、
【００３７】
【数４】

は、ｚ地点での減衰係数であり、
【００３８】
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【数５】

は、ｚ地点を定義するウィンドウ領域のサイズである。
【００３９】
　エコー信号の強度で、後方散乱係数
【００４０】

【数６】

及び減衰係数
【００４１】
【数７】

は、超音波プローブ１２０から対象体までの距離及び対象体の温度によって変わる。
【００４２】
　一方、保存部４０は、基準温度で対象体の距離による基準エコー信号の強度が保存され
た基準エコー信号データベースを含みうる。基準エコー信号データベースには、基準エコ
ー信号が対象体別に保存されうる。
【００４３】
　下記の式（２）は、基準温度ＴＲで、超音波信号が超音波プローブ１２０からｚほど離
隔された領域であるｚ地点に進んだ後に後方散乱された基準エコー信号の強度
【００４４】
【数８】

を表す。ここで、基準温度ＴＲは、治療用超音波を照射する前の対象体の温度でありうる
。すなわち、基準エコー信号の強度は、治療用超音波を照射する前に診断用超音波によっ
て測定されたエコー信号でありうる。
【００４５】
【数９】

　信号変化量算出部２１０は、ｚ地点での基準エコー信号に対する受信されたエコー信号
の変化量を算出する。エコー信号の変化量
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【００４６】
【数１０】

は、下記の式（３）のように表現されうる。
【００４７】
【数１１】

　式（３）に示したように、エコー信号の変化量は、後方散乱係数の変化量と減衰係数の
変化量との積と表現されることが分かる。また、後方散乱係数と減衰係数とは、相互独立
的な関係であるということが分かる。
【００４８】
　一方、温度変化によって減衰係数が一定であると仮定すれば、ｚ地点でのエコー信号の
変化量は、下記の式（４）のように、後方散乱係数の変化量と同じである。
【００４９】
【数１２】

　温度に関係なしに減衰係数が一定であると仮定して実験した結果、後方散乱係数の変化
量は、下記の式（５）と表現されうるということが確認された。
【００５０】
【数１３】



(10) JP 2013-39359 A 2013.2.28

10

20

30

40

　ここで、
【００５１】
【数１４】

は、密度であり、
【００５２】
【数１５】

は、超音波の速度であり、下添字ｍ及びｓのそれぞれは、対象体及び対象体内の散乱体を
意味する。超音波の速度
【００５３】
【数１６】

は、温度関数と表示される。したがって、後方散乱係数の変化量から対象体の温度を決定
しうる。前記式（５）は、後方散乱係数の変化量と温度との関係を理論的に表示したもの
であるので、実験を通じて後方散乱係数の変化量と温度との関係をさらに正確に獲得でき
、実験を通じて獲得された後方散乱係数の変化量とマッチングされた温度とを保存して利
用しうる。
【００５４】
　一方、対象体では、式（３）のように、温度変化によって減衰係数も変わる。実験結果
によって、
【００５５】
【数１７】

での減衰係数の変化量
【００５６】
【数１８】

は、下記の式（６）のように表現されることが確認された。
【００５７】
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【数１９】

　ここで、
【００５８】

【数２０】

は、
【００５９】
【数２１】

地点でのエコー信号の変化量に対する標準偏差であり、ｋは、比例常数である。ｋの値も
、実験を通じて決定されうるが、対象体の種類によって異なる。
【００６０】
　式（６）に表示されたように、減衰係数の変化量
【００６１】
【数２２】

は、
【００６２】
【数２３】

地点でのエコー信号の変化量に対する標準偏差と比例することが分かる。すなわち、対象
体で温度変化がなければ、エコー信号の変化量に対する標準偏差は、０であるので、温度
変化による減衰係数の変化量は、０である。しかし、対象体で温度変化が大きいほど、信
号の変化量に対する標準偏差も大きくなるので、それによる減衰係数の変化量も増加する
。
【００６３】
　したがって、係数変化量算出部２２０は、エコー信号の変化量に対する標準偏差から減
衰係数の変化量を算出する。
【００６４】
　前記のように、減衰係数の変化量がエコー信号の変化量に対する標準偏差によって決定
されるので、ｚ地点で後方散乱されたエコー信号の変化量を、下記の式（７）のように表
現しうる。
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【００６５】
【数２４】

　それにより、係数変化量算出部２２０は、ｚ地点で後方散乱されたエコー信号の変化量
と、ｚ地点の以前地点でのエコー信号の変化量とに係わる標準偏差から、ｚ地点での後方
散乱係数の変化量を算出しうる。後方散乱係数の変化量は、下記の式（８）のように表現
されうる。
【００６６】

【数２５】

　そして、温度決定部２３０は、式（８）を利用して算出された後方散乱係数の変化量に
式（５）を適用して、ｚ地点での後方散乱係数の変化量からｚ地点の温度を決定しうる。
【００６７】
　一方、後方散乱係数の変化量からの温度決定において、温度を決定する度に式（５）を
利用すれば、ロードが発生する恐れがある。それにより、保存部４０に後方散乱係数の変
化量及び温度がマッピングされた温度データベースが保存される。それにより、係数変化
量算出部２２０が、エコー信号の変化量から後方散乱係数の変化量を算出し、温度決定部
２３０は、後方散乱係数の変化量に対応する温度を温度データベースから読出することに
よって温度を決定する。
【００６８】
　画像生成部２４０は、各地点の温度が含まれた超音波画像を生成する。超音波信号を利
用した超音波画像の生成方法は、当業者に自明であるので、ここでの具体的な説明は省略
する。前記超音波画像に各地点の温度情報を追加することによって、画像生成部２４０は
、温度情報が含まれた超音波画像を生成しうる。温度情報は、輝度と表現されうる。
【００６９】
　図４は、本発明の一実施形態によるエコー信号の変化量から対象体の温度を決定する方
法を説明するフローチャートである。
【００７０】
　まず、超音波データ獲得部１０は、超音波信号を対象体に照射する。そして、対象体か
ら前記超音波信号に対応するエコー信号を受信する(Ｓ４１０)。エコー信号は、対象体内
の散乱体によって後方散乱されて、超音波プローブ１２０に受信された信号である。
【００７１】
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　プロセッサー２０の信号変化量算出部２１０は、基準エコー信号に対する受信されたエ
コー信号の変化量を算出する(Ｓ４２０)。基準エコー信号は、対象体が基準温度にある時
に受信されたエコー信号でありうる。エコー信号の変化量は、エコー信号の強度と表現さ
れうる。そして、プロセッサー２０の係数変化量算出部２２０は、対象体の以前地点のエ
コー信号の変化量から減衰係数の変化量を算出し(Ｓ４３０)、減衰係数の変化量及び対象
体でのエコー信号の変化量から、後方散乱係数の変化量を算出する(Ｓ４４０)。その後、
温度決定部２３０は、後方散乱係数の変化量から温度を決定する(Ｓ４５０)。最後に、画
像生成部は、温度に関する情報が含まれた超音波画像を生成する。
【００７２】
　図５は、従来の温度情報が含まれた超音波画像と、本発明を適用して生成された温度情
報が含まれた超音波画像とを示した図面である。図面符号５１０領域で温度変化が発生し
た。しかし、図５の(ａ)に示したように、従来には、温度変化による係数の補償がなかっ
たため、温度変化が発生した領域５１０より深い領域５２０も、温度変化が発生したよう
な虚像が表示される。
【００７３】
　しかし、温度変化によって係数を補償すれば、図５の（ｂ）に示したように、温度変化
が発生した領域５１０より深い領域５２０での虚像が除去されたことが確認できる。それ
により、温度情報が含まれた超音波画像から腫瘍の懐死如何及び正常組織の安全如何が確
認できる。
【００７４】
　一方、前述した本発明の実施形態は、コンピュータで実行されうるプログラムで作成可
能であり、コンピュータで読取可能な記録媒体を利用して、前記プログラムを動作させる
汎用デジタルコンピュータで具現されうる。また、前述した本発明の実施形態で使われた
データの構造は、コンピュータで読取可能な記録媒体に多様な手段を通じて記録されうる
。前記コンピュータで読取可能な記録媒体は、マグネチック記録媒体(例えば、ＲＯＭ（
Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディス
クなど)、光学的判読媒体(例えば、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤなど)のような記録媒体を含む
。
【００７５】
　これまで、本発明について、その望ましい実施形態を中心に説明した。当業者は、本発
明が本発明の本質的な特性から離脱しない範囲で変形された形態に具現されることが分か
る。したがって、開示された実施形態は、限定的な観点ではなく、説明的な観点で考慮せ
ねばならない。本発明の範囲は、前述した説明ではなく、特許請求の範囲に表れており、
それと同等な範囲内にあるすべての差異点は、本発明に含まれていると解釈されねばなら
ない。
【産業上の利用可能性】
【００７６】
　本発明は、医療治療関連の技術分野に好適に適用可能である。
【符号の説明】
【００７７】
１　　　超音波システム
１０　　超音波データ獲得部
２０　　プロセッサー
３０　　ディスプレイ部
４０　　保存部
５０　　ユーザ入力部
１１０　送信信号形成部
１２０　超音波プローブ
１３０　ビームフォーマ
１４０　超音波データ形成部
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